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「
音
楽
の
花

開
く
」

（
第

五

十

八

回

）

ピ

ア

ノ

ー
パ
ラ

リ

ン

ピ
ッ
ク

ｌｎ
 Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

第

１

回

大

会

が

開

催

さ

れ

た

。
予

選

を

通

過

し

た

参

加

者

は
1
7
か

国

か

ら
9
6人

。
名
誉
会
長
の
日
野
原

重
明

氏
と
長

年

組
織

を
育

て
て
き
た
迫
田
時
雄
氏
が
、

世
界
の
「
不
可
能
を
可
能

に
す
る
人
た
ち
」
に
よ
る

ピ
ア
ノ
音
楽
の
祭
典
で

あ
る
と
挨
拶
さ
れ
た
。

会

場

の

横

浜

み

な
　

一
一

と
み
ら
い
ホ
ー
ル
は

、
チ
　
　

｝

ケ
ッ
ト
が
完

売
し

熱

気
　

……
。

あ
ふ
れ

る
雰

囲

気

。
審
　

一
、‘

査

員
は
海

外
８
名

国
内

８
名
で

構
成

さ
れ

、
そ

の

Ｊ

重

責

の
一
端

を
担

当

す

る

こ

と

に

。
自

由

曲

と

課

題

曲

部
門

が
あ
り
、
後

者
は
「
さ

く
ら
さ
く
ら
」
を
編
曲
し
演
奏

す
る
も
の
だ
。

い
ず
れ
の
演
奏

も
素
晴
ら
し
く
、

聴
衆
は
あ
っ
と
い
う
間
に
感
動
の
渦

の
中
へ
。
私
は
音

楽
を
聴
き
な
が
ら
、

モ
ニ
タ
ー
に
映
る
手
の
動

き
を
目
で

追
っ
て
い
た
。
曲
想
に
は
い
ろ
い
ろ
な

解
釈
が
加

わ
り
、
身
体
の
機

能
を
最

大
限
に
生
か
す
工
夫
が
認
め
ら
れ
る
。

課
題

曲
で
は
、
伝
統
的

な
日

本
の
旋

律
に
四
季
の
移
り
変
わ
り
と
物
語
が

表
現

さ
れ
、
豊
か
な
感

性
が
表
出

さ

れ
た
作
品

も
み
ら
れ
た
。

有
す
る
の
は
半

の
欠

損

、
ダ
ウ

ノ
症

、
自

閉

症

、
全
盲

な

ど
の
障
害

。
最
近
は
「
障

が
い
」
と
記

載

さ
れ

る

に
と
が
あ
る
。
本
来
「
障

碍

」
だ
っ
た
が
、
当

用

漢
字
で
な
い
た
め
他
の

字

を
借
用

し

た
経

緯

と
は
抵
抗
を
意
味
し
て

い
る
。

作

曲
家

の
中

で

、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
聴
覚
障
碍
に

苦
悩
し
な
が
ら
音
楽
の
歴
史

を
変
え
た
。
ま
た
、
琴
の
名
手
・
宮

城

道

雄
は
視
覚

障
碍

が
あ
り
な
が
ら
、

色
彩
感
溢
れ
る
楽
曲
を
残
し
た
。
八

ン
デ
ィ
や
抵

抗

に
負

け
ず

、
続

け
て
い

つ
て

ほ
し
い
。「
念
ず

れ
ば
花

開
く

。
」

（
医

学
博

士
・
内

科
医

師
）
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